
【2024年度 主なできごと】

2024年11月9日

SABAE BOOK FES 2024～本好きをくすぐれ！古書こしょフェス～開催

活字離れや書店減少が進む中、本と人との出会いの場を創出すべく、さばえ図書館友の

会会員を含むボランティアによる実行委員会が結成されました。手探りで準備を進め、

ついに11月9日、文化の館前交流広場と館内を会場に、古書を中心としたブックフェスを

初開催しました。秋晴れの下、会場は大勢の来場者でにぎわい、本づくしの一日となり

ました。

出店

・北陸の古書店コーナー…4店（福井市2店、金沢市2店）

・県内独立系書店コーナー…7店

・福井新聞社出版コーナー

・鯖江市図書館コーナー…除籍した本の無料配布（約900冊）

・一箱古本市…3店

・古本0円市

・県内同人誌、自主出版系コーナー…6団体

・PRコーナー…12団体

・DJブース

・フードエリア…5店

こども向けイベント

図書館内と交流広場で、こども向けのイベントを開催しました。

・おはなしかい（絵本とよちよち1･2･3、こどものつどい）

・ストリート人形劇（ジャンボパペット鬼のゴンちゃんの人形劇）

・さばえすごろく（鯖江地区まちづくり応援団による巨大すごろく、118名参加）

・クラフトコーナー（4種類の工作）

・れさのすけ＆れさたろうをさがせ！

（館内外に隠れているキャラクターをさがすゲーム、109名参加）

フォトスポット

図書館と交流広場の間の十二支のモニュメントに、フォトスポットをつくりました。

本のお楽しみ袋

ブックフェスと読書週間（10/27～11/9）関連企画として、

職員がテーマに沿って選んだ本が2冊入っている

“本のお楽しみ袋”を作りました。（175セット貸出）

また、お楽しみ袋を借りて当たりがでると、読書手帳

や福井鉄道とコラボしたオリジナルバッグが当たる

プレゼント企画も実施しました。
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福井おはなしの会との共催で開催しました。

子どもの近くにいる大人に、生の声で語られる

「おはなし」の楽しさを知ってもらうことを願っ

て、初めて「おはなし」にふれる大人の方を対象

にしました。

日本や世界の昔話や、創作のおはなしを心ゆくま

で楽しんでいただきました。（45名参加）

2024年11月13日

大人のためのおはなし会～おはなしの楽しさを届けるために～

初めて

☆その他、こんなこともありました☆

2024年4月～

ヤングアダルトコーナーが本格始動しました。

2024年7月～

図書館職員によるインスタグラムを開始しました。

2024年12月9日～16日

図書館情報システム更新、蔵書点検のため臨時休館しました。

2024年12月17日～

2階児童室にある本の検索機（OPAC）の一台に、セルフ貸出機能が追加されました。

2024年11月9日

SABAE BOOK FES 2024～本好きをくすぐれ！古書こしょフェス～

トークプログラム

多目的ホールで、スペシャルゲストによるトークイベントを開催しました。

◇第1部 基調トーク 佐藤実紀代氏（HOSHIDO店主・ライター・編集者）

「福井で本をつくるということ。－本とのさまざまな関わり方について－」

◇第2部 トークゲスト ヒナタカコ氏（ピアノ弾き語りシンガーソングライター）

「私と詩～歌に選ぶコトバ～」

◇第3部 トークゲスト 鈴木幸一氏（人形劇師・パペットカウンセラー）

「人生の主人公になる方法」

司会：重盛政史氏（FBCアナウンサー）
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